
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
、
九

千
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額

全
額
を
資
本
準
備
金
に
計
上
す
る
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り

一
千
万
円
増
資
い
た
し
ま
す
の
で
、
効
力
発
生
日
後

の
資
本
金
の
額
は
、
同
日
前
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
株
主
総
会
の
決
議
を
経
ず
に

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

愛
知
県
一
宮
市
浅
井
町
大
日
比
野
字
下
田
五
五

番
地

株
式
会
社
野
呂
英
作

代
表
取
締
役

野
呂

英
作

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 37期決算公告 平成25年２月15日
愛知県一宮市浅井町大日比野字下田55番地

株 式 会 社 野 呂 英 作
代表取締役 野呂 英作

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

合 計

金 額(千円)

632,373

120,831

753,204

164,053

398,993

190,158

100,000

50,000

40,158

7,450

32,708

(13,417)
753,204

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
五
百
万
円
減
少
し

九
千
万
円
と
し
、
そ
の
減
少
額
全
額
を
資
本
準
備
金

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
富
士
吉
田
市
新
西
原
五
丁
目
五
番
一

号

株
式
会
社
岳
麗
自
動
車
教
習
所

代
表
取
締
役

渡

日
出
男

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 10期決算公告 平成25年２月15日
山梨県富士吉田市新西原五丁目５番１号

株式会社岳麗自動車教習所
代表取締役 渡 日出男

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目

の

部

資

産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
繰 延 資 産
合 計
流 動 負 債
退職給付引当金
そ の 他
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(円)

339,301,471

811,562

761,906

340,874,939

84,966,845

3,000,000

81,966,845

255,908,094

135,000,000

125,000,000

125,000,000

� 4,091,906

(27,864,060)
340,874,939

平成™œ年™月˜œ日 金曜日 (号外第™ 号)官 報
配
当
公
告

鹿
児
島
県
志
布
志
市
志
布
志
町
帖
七
〇
四
二
番
地

破
産
者

株
式
会
社
イ
ワ
ミ
ツ

右
の
者
に
対
す
る
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
鹿
屋
支
部
平
成

二
十
二
年
（
フ
）
第
一
三
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行

う
の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
一
六
八
、
一
五
二
、
三
九
九
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
四
、
一
二
二
、
八
四
八
円

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

鹿
児
島
市
山
下
町
一
五
番
一
一
号

破
産
管
財
人

宮
原

和
利

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
島
県
い
わ
き
市
内
郷
御
台
境
町
高
安
場
一
番

地
四
、
最
後
の
住
所
福
島
県
い
わ
き
市
内
郷
御
台
境

町
高
安
場
一
番
地
の
四

被
相
続
人

亡

味
原

博
已

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

福
島
県
い
わ
き
市
内
郷
綴
町
榎
下
四
六
番
地
の
三

相
続
財
産
管
理
人

俣
田
さ
ち
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
横
浜
市
緑
区
中
山
町
七
九
六
番
地
九
六
、
最
後

の
住
所
横
浜
市
緑
区
中
山
町
三
一
七
番
地
一
七

サ

ン
ラ
イ
ズ
中
山
六
〇
二
号被

相
続
人

亡

若
山

‡

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
一
五
番
地

横
浜
朝
日
会

館
八
階相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

糸
井

淳
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
富
山
市
大
字
水
落
村
四
四
番
地
、
最
後
の
住
所

富
山
市
水
落
四
四
番
地

被
相
続
人

亡

米
盛

キ
ヨ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

富
山
県
高
岡
市
中
川
本
町
一
番
一
二
号

樋
爪
法

律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
原

弘
之

œš
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